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静岡がんセンターは、2011年12月、全国に先駆けて手術支援ロボット・ダヴィンチを導

入し、「がんを上手に治す」という理念のもとで、身体への負担を少なくする低侵襲性、安全

性、機能温存、根治性の視点から、ロボット手術を積極的に進めて参りました。現在実施し

ている診療科は、大腸外科、胃外科、呼吸器外科、泌尿器科、婦人科で、院内全体で2600症

例という全国トップクラスの症例数をこなしており、大腸がんと胃がんでは全国でも数少な

い医師向けトレーニング症例見学施設に認定されています。今後、さらにロボット手術を希

望される患者さんが見込まれるため、食道外科へも拡大し、この4月より県内初となる手術支

援ロボット3台体制となります。ロボット手術はコストや扱える外科医の教育など解決すべ

き課題はありますが、これまでの腹腔鏡下や胸腔鏡下手術の欠点を克服し、より高度で安全

な低侵襲手術法として大きな期待が寄せられています。今後も各領域で急速に普及していく

ことが予想されます。 

 

＜各診療科からのコメント＞ 

 大腸外科 

2011年にダヴィンチ手術を開始し、累計手術件数は1200症例を超え、良好な治療成

績につながっています。これまでの経験から、開腹移行が少なく、術後合併症や術後排

尿障害が少ないこと、また、下部進行直腸がんの局所制御にも優れていることが示さ

れています。 

 胃外科 

早期胃がんのほか、より精密なリンパ節郭清が要求される進行胃がんに対しても適応

を拡大しています。当科ではロボット手術を熟知した内視鏡外科技術認定医がロボッ

ト手術を担当しています。 

 泌尿器科 

2012年から前立腺がんに対する前立腺全摘術を、2017年から腎がんに対する腎部

分切除を保険診療で実施しています。開腹手術で実施していた時代に比べて、創も小

さく、明らかに術後の患者さんの回復は早くなりました。また、拡大視野での精緻な手

技が可能です。 

 婦人科 

保険診療としての早期子宮体がんの手術に対して、積極的に取り入れています。 

 呼吸器外科 

病状や患者さんの希望により、肺悪性腫瘍手術（肺葉切除、肺区域切除）と縦隔腫瘍手
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診療科を拡大し、２台から３台体制へ（県内初） 

 



プレスリリース 

  

術に対して行っています。 

 食道外科 

2021年4月から、食道悪性腫瘍を対象に病状や患者さんの希望により行います。 

 

 

● 寺島雅典(副院長／日本内視鏡外科学会評議員、日本ロボット外科学会評議員)医師からのコメント 

ロボット支援下手術は、これまでの鏡視下手術と比較し、より繊細な手術が行える新

しい低侵襲手術として注目されています。しかし、安全に手術を実施するためには十

分なトレーニングを受ける必要があります。今回、ダヴィンチが3台体制になる事によ

り、より多くの患者さんにロボット支援下手術を実施することが可能となるばかりで

なく、ロボット支援下手術の術者の育成も円滑に行えるようになります。まさにわが

国のロボット支援下手術のメッカとなる事が期待されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※本件に関するお問い合わせは、下記までお願いいたします。 

静岡県立静岡がんセンター マネジメントセンター 医療広報担当まで 

TEL： 055(989)5222 e-mail：e.marumo@scchr.jp 

 


